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(�) 教育目標
鹿児島大学大学院理工学研究科の理念は, ｢真理を愛し, 高い倫理観を備え, 自ら困難に挑戦する人格

を育成し, 時代の要請に対応できる教育研究の体系と枠組みを創成することによって, 地域並びに国際社

会の進展に寄与する｣ です｡ この理念を受けて, ｢理工学に関する基礎から応用にわたる学術の真理と理

論を教授研究し, その深奥を極めて文化の進展に寄与する人材の育成｣ を目的とし, そのため, ｢今日の

諸課題に対応できる倫理的判断力及び人間生活を取り巻く自然についての総合的な知識をもち, 自然科学

に関する学問の高度化と多様化に幅広く柔軟に対応できる, 次世代を担う技術者, 研究者, さらには高度

専門職業人を養成する｣ ことを目標としています｡

(�) 入学者受入方針 (アドミッション・ポリシー)
①求める人材像

ア) 理工学研究科の教育目標に共感し, それを実現できる基礎学力と意欲を持ち, 科学的で合理的な思

考ができ, コミュニケーション能力のある人

イ) 理工学分野の諸課題に強い関心を持ち, 強い探求心を持ってさまざまな課題にチャレンジする努力

を惜しまない人

ウ) 理工学分野のさまざまな現象を解析するため, 科学的かつ多面的な観察計画を立案し, それを論理

的に解析する能力の研鑽を目指す人

エ) 理工学研究科で獲得する専門知識を基礎に, 多様な価値観や文化を大切にしつつ, 高い倫理観を持っ

て地域並びに国際社会に貢献することを志す人

オ) 理工学関連分野で研究者や高度専門技術者を目指し, リーダーシップの発揮を追求する人

②入学前に身につけておいて欲しいこと

理工学分野の高度な専門的知識・技術及び外国語 (英語) の高い知識・能力が必要となります｡

③入学者選抜の基本方針

一般選抜・外国人留学生特別選抜では, 口述試験を課すとともに, 出身学校の成績, 修士論文及び研

究計画書等も踏まえ, 教育目標に掲げる人材を育成する上で必要となる, 総合理工学専攻の専門分野に

関する高度な知識・能力, 適性・意欲等を評価します｡

社会人特別選抜では, 口述試験を課すとともに, 出身学校の成績, 修士論文, 研究・技術業績調書,

及び研究計画書等も踏まえ, 教育目標に掲げる人材を育成する上で必要となる, 総合理工学専攻の専門

分野に関する高度な知識・能力, 適性・意欲等を評価します｡
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一般選抜, 社会人特別選抜にかかわらず, 志願者は①～⑦のいずれかに該当するものです｡

①修士の学位又は専門職学位を有する者及び令和３年��月入学については, 令和３年９月, 令和４年４
月入学については, 令和４年３月までに取得見込みの者

②外国において, 修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和３年��月入学につ
いては, 令和３年９月, 令和４年４月入学については, 令和４年３月までに授与される見込みの者

③外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し, 修士の学位又は専門職学位に

相当する学位を授与された者及び令和２年��月入学については, 令和３年９月, 令和４年４月入学に
ついては, 令和４年３月までに授与される見込みの者

④我が国において, 外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって, 文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し, 修士の学位又は専

門職学位に相当する学位を授与された者及び令和３年��月入学については, 令和３年９月, 令和４年
４月入学については, 令和４年３月までに授与される見込みの者

⑤国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法 (昭和��年法律第��号) 第１条第２項に規定する����年��月��日の国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学
の課程を修了し, 修士の学位に相当する学位を授与された者及び令和３年��月入学については, 令和
３年９月, 令和４年４月入学については, 令和４年３月までに授与される見込みの者

⑥文部科学大臣の指定した者 [平成元年文部省告示第���号 (注１) 参照]

⑦本研究科において, 個別の入学資格審査により, 修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の

学力があると認めた者 [(注２) 参照]

(注１) 出願資格⑥に該当する者とは, 大学卒業後, 大学, 研究所等において２年以上研究に従

事し, かつ, 研究業績を証明する書類 (学術論文, 研究報告書, 特許, 著書等) により,

修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者｡

(注２) 出願資格⑦に該当する者とは, 次の (イ), (ロ) のいずれかに該当するものとします｡

(イ) 大学卒業後, 科学・技術関係の分野で２年以上業務に従事し, かつ, 業務経験を証明する

書類 (学術論文, 研究報告書, 特許, 著書等) により, 本研究科において修士の学位又は専

門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者｡

―�―

専 攻 コ ー ス 定員

募 集 人 員

令和３年��月入学 令和４年４月入学

一般選抜 社会人特別選抜※１ 一般選抜 社会人特別選抜※１

総合理工学専攻
基 盤 研 究 コ ー ス ��人 若干人 若干人 ��人 若干人
先端科学技術コース

※１ 一般選抜の募集人員に含まれます｡
※２ 募集は総合理工学専攻で行います｡ なお, コースは, 入学後に指導教員と相談のうえ希望するコースの届出を行い, 本研
究科において決定されます｡



(ロ) 科学・技術関係の分野の業務に従事し, 学歴及び業務経験を証明する書類 (学術論文, 研

究報告書,特許,著書等)により,本研究科において修士の学位又は専門職学位を有する者と

同等以上の学力があると認めた者で, 入学時までに��歳に達する者｡������������������出願に先立って次の (イ) ～ (ニ) の書類を本研究科に提出し,
出願資格の審査を受けなければなりません｡

(イ) 本研究科所定の ｢入学試験出願資格認定審査調書｣ (別紙様式６)

(ロ) 本研究科所定の ｢研究・技術業績調書№１, №２｣ (別紙様式４－１, ４－２)

(ハ) 研究業績, 又は業務経験を証明する書類

(ニ) 最終出身学校の卒業証明書及び成績証明書

令和３年��月入学及び令和４年４月入学 (第１次募集) については, 出願資格審査に関する書類を令和３
年６月９日(水)から令和３年６月��日(金)までに提出してください｡ 郵送の場合も令和３年６月��日(金)��
時必着とします｡

令和４年４月入学 (第２次募集) については, 出願資格審査に関する書類を令和３年��月��日(火)から令
和３年��月��日(水)までに提出してください｡ 郵送の場合も令和３年��月��日(水)��時必着とします｡
なお, 出願資格審査の結果は, 本人宛に通知します｡������� 出願期間� 令和３年��月入学及び令和４年４月入学 (第１次募集) については, 令和３年７月��日(月)から令
和３年７月��日(水)までに提出してください｡ 郵送の場合も令和３年７月��日(水)��時必着とします｡
令和４年４月入学 (第２次募集) については, 令和４年１月４日(火)から令和４年１月６日(木)ま

でに提出してください｡ 郵送の場合も令和４年１月６日(木)��時必着とします｡� 直接持参する場合の受付時間は, 各日, ９時から��時までです｡� 郵送にする場合は書留郵便とし, 封筒の表に ｢理工学研究科博士後期課程願書在中｣ と朱書きして

ください｡� 出願書類提出先及び問合せ先

志願者は, 出願書類等を取りそろえ, 所定の期日までに下記宛に提出してください｡

鹿児島大学理工学研究科等研究科・工学系学務課大学院係

〒��������鹿児島市郡元一丁目��番��号 電話 (���)�������� ���(���)�������������������������������������������������
―�―



�������� 出願書類の一覧

� 出願書類等に関する留意事項� 出願書類の不備のものは受理されないので, 記載事項に記入漏れ, 誤記のないように十分注意して

ください｡� 受理した出願書類等は, いかなる理由があっても返還しません｡� 提出書類の記載事項が事実と相違していることが判明した場合には,入学を取り消すことがあります｡� 出願後 ｢連絡先住所｣ に変更があった場合には, 速やかに連絡してください｡� 出願書類を受付後, 本学から受験票を送付します｡ 出願期間を一週間過ぎても手元に届かない場合

は, 大学院係に問い合わせてください｡

―�―

出 願 書 類 等 提出を要する志願者 注 意 事 項

１

入 学 志 願 票
受 験 票
写 真 票
履 歴 書

全 志 願 者

本研究科所定の用紙 (別紙様式１) に必要事項を記入してください｡
写真票に貼付する写真は, 出願前３ヶ月以内に撮影した上半身・
脱帽・正面向きの写真 (縦４㎝×横３㎝) を所定欄に貼付してくだ
さい｡

２ 修了(見込)証明書等

出願資格①, ②, ③,
④, ⑤該当者

出身大学長 (研究科長) が発行した博士前期課程又は修士課程修了
(見込) 証明書

出願資格⑥, ⑦
最終出身学校の学校長が発行した卒業証明書｡
【資格審査時に提出】

３ 成 績 証 明 書

出願資格①, ②, ③,
④, ⑤該当者

最終出身学校の学校長が発行し, 厳封したもの｡ ただし証明書自動
発行機で発行されたものは厳封の必要はありません｡

出願資格⑥, ⑦
最終出身学校の学校長が発行し, 厳封したもの｡
【資格審査時に提出】

４
修 士 学 位 論 文
等 の 要 旨

出願資格①,②,③,
④,⑤該当者

修士の学位論文を提出した者は, その要旨を本研究科所定の修士学
位論文要旨 (№１, №２) (別紙様式２－１, ２－２) に�����字
(英語の場合は���語) 以内で記入してください｡
博士前期課程または修士課程修了見込みの者は, 別紙様式２－１,
２－２に修士論文の研究題目とその研究の進捗状況について, �����
字 (英語の場合は���語) 以内で記入してください｡
なお, 関連した論文または学術講演がある場合はそれらのコピーを
添付してください｡

５ 研 究 計 画 書 全 志 願 者
希望する研究テーマの目的及び構想について, 研究指導を希望する
教員と相談の上, 本研究科所定の研究計画書 (別紙様式３) に�����
字 (英語の場合���語) 以内で記入してください｡

６ 受 験 承 諾 書
社会人特別選抜の志
願者

本研究科所定の用紙 (別紙様式５) により, 勤務先の所属長等が記
入したもの｡
研究機関, 教育機関, 企業等に勤務し, 入学後も引き続きその身分
を有する者で, 所属長または職場において本人を熟知している指導
的立場にある者による受験承諾書 (別紙様式５)を提出してください｡

７
研 究 ・ 技 術
業 績 調 書

社会人特別選抜の志
願者で, 出願資格①,
②,③,④,⑤該当者

本研究科所定の研究・技術業績調書 (№１, №２)
(別紙様式４－１, ４－２)

８ 検 定 料

以下の者は不要
●本学の大学院修士
課程 (博士前期課程
を含む｡) の修了見
込み者及び修了後,
３年以内に本研究科
博士後期課程を受験
する者

������円
入学検定料払込書 (最終頁) により, 出願期間初日の１週間前から
出願までの間に郵便局窓口で払込み後 (払込みの際に別途払込手数
料が必要です), 出願書類に【振替払込受付証明書(お客さま用)】を
添えてください｡

９ 受験票等送付用封筒 全 志 願 者

[受験票等送付用] 市販の封筒 (長形３号, ��㎝×����㎝) に住所・
氏名・郵便番号を記入し, ���円切手(※)を貼付したもの｡ (出願書
類を持参する者は不要) ※郵便料金の改定があった場合は, 改定後
の郵便料金分の切手が必要です｡



� 検定料の納入について� 払込方法

① 検定料払込書の大学院志願者の研究科名, おところ, おなまえ (フリガナ), 電話番号を黒のボー

ルペンで正確に記入すること｡

② 郵便局の窓口で, 出願期間初日の１週間前から出願までの間に払込みにて納付してください｡

※郵便普通為替証書や現金での納付はできません｡

※ＡＴＭ (現金自動預入払出機) での払込みはできません｡

③ 振込後,【振替払込受付証明書 (お客さま用)】(日附印のないものは無効) を出願書類に同封し

てください｡ なお, 振替払込請求書兼受領証は各自で保管してください｡� 留意事項

① 検定料が払込まれていない場合,【振替払込受付証明書 (お客さま用)】が出願書類に同封されて

いない場合,【振替払込受付証明書 (お客さま用)】に日附印がない場合は, 出願書類は受理しま

せん｡

② 既納の検定料は次の場合を除き, いかなる理由があっても返還いたしません｡

(返還額：������円から振込手数料を控除した額)
ア. 検定料を払込んだものの, 出願しなかった場合 (出願書類を提出しないまま受付期限が終了し

たり, 書類不備等により出願書類が受理されなかった場合)｡

イ. 誤って検定料を二重に払込んだ場合｡

―�―



�������
������
入学者の選考は, 学力検査及び書類審査により行い, 学力検査としては口述試験を課します｡� 学力検査の内容

一般選抜 (口述試験)

修士論文, 志望する専攻の基礎的な知識, 研究計画書等について行います｡

社会人特別選抜 (口述試験)

修士論文, 研究・技術業績調書, 研究計画書等について行います｡� 書類審査としては, 出願時に提出された書類等により審査します｡� 試験場

鹿児島大学工学部 (鹿児島市郡元一丁目��番��号)
鹿児島大学理学部 (鹿児島市郡元一丁目��番��号)
試験室の場所等の詳細は, 試験の前日, 工学部共通棟と理学部掲示板に掲示します｡��������������������

海外に在住し, かつ, 受験のための来学が困難と判断される志願者は, 口述試験をインターネットを用

いて受験することができる場合があります｡ インターネットを用いた口述試験の受験を希望する者は, 次

の申請期間に希望指導教員を通して, 申請書等を研究科・工学系学務課大学院係へ提出してください｡

申請期間

(�) 令和３年��月入学及び令和４年４月入学 (第１次募集)
令和３年６月９日(水)～６月��日(金)��時 (必着)

(�) 令和４年４月入学 (第２次募集)
令和３年��月��日(火)～��月��日(水)��時 (必着)�������

合格者の受験番号を工学部共通棟と理学部掲示板に掲示するとともに, 合格者には合格通知書を送付し

ます｡

また, 鹿児島大学大学院理工学研究科ホームページ (�������������������������������������������) にも
合格者の受験番号を掲載します｡

電話等による合否の照会には応じません｡

―�―

令和３年��月入学 令和４年４月入学
(第１次募集)

令和４年４月入学
(第２次募集)

出願資格審査の
書 類 提 出 期 間

令和３年６月９日 (水)
～��日 (金) ��時 令和３年６月９日 (水)

～��日 (金) ��時 令和３年��月��日 (火)
～��日 (水) ��時

資 格 審 査 の
結 果 通 知 日 令和３年７月��日 (水) 令和３年７月��日 (水) 令和３年��月��日 (水)
出 願 期 間 令和３年７月��日 (月)

～��日 (水) ��時 令和３年７月��日 (月)
～��日 (水) ��時 令和４年１月４日 (火)

～６日 (木) ��時
試 験 日※１ 令和３年８月��日 (月)

～��日 (水) 令和３年８月��日 (月)
～��日 (水) 令和４年１月��日 (水)

～１月��日 (金)
合 格 発 表 令和３年９月２日 (木) ��時 令和３年９月２日 (木) ��時 令和４年２月��日 (月) ��時
入 学 手 続 日※４ 令和３年９月��日 (火)

～��日 (水) 令和４年３月��日 (月)
～��日 (火) 令和４年３月��日 (月)

～��日 (火)
※１ 試験日は上記期間のうち本研究科が指定する１日です｡ 試験日時等の詳細については出願後に通知します｡
※２ 第２次募集は, 第１次募集で募集人員に満たない場合, 実施します｡ 第２次募集の実施については, ��月以降のホームページ
(�������������������������������������������) で公表します｡

※３ 原則として追試験は行いません｡



������� 提出書類� 宣誓書� 在学保証書� 卒業 (修了) 証明書� 成績証明書 他� 納付金等 (令和２年度実績)

入学料………�������円
授業料………�������円 (年額�������円)
※納付金改定が行われた場合は, 改定時から新料金が適用されます｡

(注１)国費外国人留学生は入学料, 授業料とも不要です｡

(注２)本学の大学院修士課程 (博士前期課程を含む｡) の修了見込み者及び修了後, ３年以内に本研

究科博士後期課程に進学する者は, 入学料は不要です｡

(注３)外国政府派遣留学生等に関して, 留学生からの申請があった場合, 入学料を免除します｡

ただし, 外国の政府等から入学料が支給されている場合は適用しません｡

(注４)入学料, 授業料の納付が経済的理由により困難で, かつ学業優秀な者, 又は風水害の被災等の

特別な事情のある者には, 選考の上, 全額または半額の免除が認められる制度があります｡

ただし, 入学手続後に入学を辞退する場合, 入学料徴収猶予又は入学料免除の申請は無効とな

り, 入学料を納入していただくことになります｡� 入学手続期間等

入学手続きの日時及びその他必要な事項は, 合格者へ通知します｡������������ 志願者は, 願書提出前に研究指導を希望する教員と連絡を取り, 教育研究の内容などについて, 十分

相談しておいてください｡� 学力検査の際は, 必ず受験票を持参してください｡� 入学試験に関する照会は, 送り先住所・氏名を記入し, 所要の切手を貼付した返信用封筒を同封し,

鹿児島大学理工学研究科等研究科・工学系学務課大学院係あてに提出してください｡� 独立行政法人日本学生支援機構の奨学金の貸与を希望する者には,選考の上,第一種奨学金月額 ������円
又は�������円 �令和２年度の場合�, 第二種奨学金月額 ������円, ������円, �������円, �������円,�������円からいずれか選択 (令和２年度の場合) が貸与されます｡
なお, 第一種奨学金と第二種奨学金を併せて借りることもできます｡

―�―



����������������������
本研究科に入学を志願する者で, 障害 (次表参照) がある場合は, 受験上及び修学上特別な配慮を必要

とすることがありますので, あらかじめ下記の大学院係へ相談してください｡

� 時期

相談の内容によっては, 本研究科の入学者選抜試験までに対応できず, 特別な配慮が講じられないこ

ともありますので, なるべく出願期間の数日前までに相談してください｡� 方法

電話での相談又は本研究科での相談いずれでもかまいませんが, 場合によっては下記事項を記載した

書類(様式任意)を提出していただく場合があります｡

① 志願する研究科の専攻名, 本人の氏名, 生年月日

② 障害の種類, 程度 (医師の診断書が必要な場合があります｡)

③ 受験の際, 特別な配慮を希望する事項及び内容

④ 大学等在学中にとられていた特別な配慮

⑤ 日常生活の状況

⑥ 本人の現住所及び連絡先電話番号� 問い合わせ先

鹿児島大学理工学研究科等研究科・工学系学務課大学院係

電話 ０９９－２８５－３０５７��� ０９９－２８５－３４１０�����������������������������
近年, 大学院における社会人研究者, 技術者等の再教育への要望が高まっていますが, 通常の教育方法

のみで大学院教育を実施した場合, 社会人研究者, 技術者等はその勤務を離れて修学することが必要とな

るため, 大学院教育を受ける機会が制約されがちです｡

このため, 大学院設置基準第��条では, ｢大学院の課程においては, 教育上特別の必要があると認めら
れる場合には, 夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適切な方法により教

育を行うことができる｡｣ 旨規定され, 社会人研究者, 技術者等の修学に特別措置を行うことができるよ

う配慮がなされています｡

これを踏まえ, 理工学研究科では, 大学院での履修を希望する社会人に対し, 同条に定める特例による

教育を実施しています｡

―�―

区 分 障 害 の 程 度

視 覚 障 害 者
両眼の視力がおおむね���未満又は視力以外の障害が高度のもので, 拡大鏡等を使用しても文

字等を認識することが不可能又は著しく困難な程度のもの

聴 覚 障 害 者
両耳の聴力レベルがおおむね��デシベル以上のもので, 補聴器等を使用しても通常の話声を理
解することが不可能又は著しく困難な程度のもの

肢体不自由者

１. 肢体不自由の状態が, 補装具を使用しても歩行等日常生活における基本的な動作が不可能又

は困難な程度のもの

２. 前号の程度未満で, 常時の医学的な観察指導を必要とする程度のもの

病 弱 者

１. 疾患の状態 (慢性の呼吸器系疾患等) が, 継続して医療又は生活規則を必要とする程度の

もの

２. 身体虚弱の状態が, 継続して生活規制を必要とする程度のもの

(注) 学校教育法施行令第��条の３の規定に準拠した｡



���������������
理工学研究科には, 長期履修学生制度があります｡ これは職業を有している等の事情により, 標準修業

年限３年で修了することが困難な大学院生が, 標準年限を超えて一定の期間にわたり, 計画的に履修し,

課程を修了することをあらかじめ申請する場合に, その計画的な履修を認定する制度です｡

なお, 長期履修学生の授業料年額は, 一般学生が標準修業年限在学した場合の授業料総額を, 長期履修

学生として許可された在学年限で除した金額となります｡

希望者には入学手続の際に必要書類を渡しますので, 指導予定教員と相談のうえ大学院係へお越しくだ

さい｡������������������
個人情報保護に関しては, 以下のとおり取り扱いますのでご了承願います｡

１. 利用目的

出願にあたって提供された氏名, 住所その他個人情報は, 次に掲げる目的に利用します｡� 入学者選抜, 合格発表, 入学手続など, 入学までの一連の業務を行うため｡� 入学後の学籍関係 (学生証交付, 各種学籍処理, 証明書発行等), 修学関係 (履修登録, 学業成

績等) 及びそれらの連絡通知を行うため｡� その他, 本学の教育・研究・学生支援に必要な業務を行うため｡

２. 第三者への個人情報の提供について

個人情報の第三者への提供は, 次に掲げる場合に限ります｡� 本学入学者について, 名簿作成及び連絡通知等に使用するために本学の関連組織である学友会・

同窓会等から名前, 所属に限り照会に応じる場合｡� 法令に基づき公的機関等の要求に応じる場合や出願者本人及び第三者の生命・身体・財産の権利

利益を保護するために必要な場合は, 本人の同意を取ることなく, 個人情報を提供する場合があり

ます｡� 法律で定められた適正な手続きにより情報公開を求められた場合｡������������������
入試情報について, 次のとおり開示します｡� 受験者本人からの請求に基づき, 当該受験者の入学試験における成績評価並びに合否の別を開示し

ます｡� 入試情報の開示期間は合格者発表後２か月間です｡ (受付：平日の９時～��時)� 入試情報の開示は, 口頭または書面で行います｡� 請求方法は, ��ページ様式 ｢大学院入試情報開示請求書｣ と ｢鹿児島大学理工学研究科 (博士後期
課程) 受験票｣ を提示し, 請求してください｡

なお ｢大学院入試情報開示請求書｣ は, 窓口でも配布いたします｡� 郵送による場合, ｢大学院入試情報開示請求書｣, 返信封筒 (長形３号封筒に本人の住所, 氏名を明

記し, 簡易書留郵便料に切手 (���円※) を貼った返信用封筒) 及び ｢鹿児島大学理工学研究科 (博

士後期課程) 受験票｣ を同封し, 請求してください｡ ※郵便料金の改定があった場合は, 改定後の郵

便料金分の切手が必要です｡� 受験票を紛失した場合は, 本人確認ができる身分証明書等を提示 (郵送の場合は写しを同封) して

ください｡� ｢大学院入試情報開示請求書｣ の提出は, 受験する入試区分の出願時でも可能ですが, 成績の開示

は当該入試合格者発表日以降, 行います｡

請求先 〒�������� 鹿児島市郡元一丁目��番��号
鹿児島大学理工学研究科等研究科・工学系学務課大学院係
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令和 年 月 日

鹿児島大学大学院

理工学研究科長 殿

請求者 住所

(郵送請求の場合必ず記入してください｡)

電話番号 － －

(郵送請求の場合必ず記入してください｡)

氏 名

選抜の方法 (該当選抜に○を付し, 所要事項を記載

してください)

・一般選抜

・社会人特別選抜

・外国人留学生特別選抜

専 攻 総合理工学専攻

受験番号

私の入試成績について, 情報の開示を請求します｡����
１. 請求者は, 本学大学院の受験生本人に限ります｡ (代理人による請求は認めません｡)

２. 成績評価と合否の別を開示します｡

３. 開示期間は, 合格者発表後２か月間とし, 開示請求は平日 (土・日・祝日を除く｡) の９時

から��時までの間受け付けますので, 受験票を提示し, 請求してください｡
４. 郵送による場合, ｢大学院入試情報開示請求書｣, ｢鹿児島大学理工学研究科 (博士後期課程)

受験票｣ 及び返信封筒 (長形３号封筒に本人の住所, 氏名を明記し, 簡易書留郵便料に相当

する切手 (���円※) を貼った返信用封筒) を同封し, 理工学研究科等研究科・工学系学務
課大学院係に請求してください｡ ※郵便料金の改定があった場合は, 改定後の郵便料金分の

切手が必要です｡

５. 受験票を紛失した場合は, 本人確認ができる身分証明書等を提示 (同封) してください｡

６. ｢大学院入試情報開示請求書｣ の提出は, 受験する入試区分の出願時でも可能ですが, 成績

の開示は当該入試合格者発表日以降, 速やかに行います｡

―��―
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鹿児島大学は, 幕末時代の薩摩藩の精神を継承し, ｢進取の精神・気風｣ を備えた人材を輩出する理念の

基に, 鹿児島大学��世紀版薩摩藩英国留学生派遣事業 ｢���稲盛留学生｣ 制度を設立しています｡
この ｢���稲盛留学生｣ 制度は, 鹿児島大学に在籍しながら単位取得のために���の授業を受講し, 通常

の���の正規学生と同じ扱いを受ける学生として各分野における卓越した学問を修得することを目的として
１年間���へ留学します｡
本学が, この ｢���稲盛留学生｣ に求めるものは, ｢大きな将来性｣ であり, 本学ならびに我が国を代表
する教育者や研究者になること, 稲盛和夫鹿児島大学名誉博士のような我が国をリードする世界的企業人と

して活躍できる人物を目指すところにあります｡������
年間１～２名を���への留学候補者として選抜し, ���からの入学許可を得た者 (｢���稲盛留学生｣) に

鹿児島大学稲盛和夫基金を財源として経済的に支援します｡

１. 対象者 本学大学院の修士課程, 博士課程に在学する者又は入学を予定する者｡

２. 支援予定人数 １～２名

３. 応募要件 (抜粋)

(�) 学部在籍時の���が�����以上の者｡
(�) ���への申請時までに次の水準以上の英語能力を有する者
・�����の得点が���(��������������) または,
・��������(�������������������) の得点が��点以上であること｡
※ ただし, ���の希望するプログラムが求める英語能力水準を具体的点数で明示している場合は,
希望プログラムが求める英語能力以上を有している者

４. 支援内容

ロンドンへの往復渡航費, ロンドンでの１年間の滞在費, ���の授業料, その他留学のために必要と
認められる経費

５. 募集時期 派遣前年の９月～��月頃を予定
６. 応募時期 派遣年の３月

７. 派遣時期 毎年９月頃

８. 単位互換���で履修した授業科目について修得した単位は, 各研究科の修了単位数に互換できる場合がありま
す｡ 単位互換については, 所属する研究科へお問い合わせください｡

９. 制度に関する問合せ先

鹿児島大学学生部国際事業課留学生係���������������(平日 �：��～��：��)�������������������������������������
―��―
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日本国籍を有しない者で, 次のいずれかに該当するものです｡
①日本の大学における修士の学位又は専門職学位を有する者及び����年��月入学については, ����年９月,����年４月入学については, ����年３月までに授与される見込みの者
②外国の大学において, 修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び����年��月入学
については, ����年９月, ����年４月入学については, ����年３月までに授与される見込みの者
③外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し, 修士の学位又は専門職学位に
相当する学位を授与された者及び����年��月入学については, ����年９月, ����年４月入学について
は, ����年３月までに授与される見込みの者
④我が国において, 外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け
られた教育施設であって, 文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し, 修士の学位又は専
門職学位に相当する学位を授与された者及び����年��月入学については, ����年９月, ����年４月入
学については, ����年３月までに授与される見込みの者

⑤国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法 (昭和��年法律第��号)第１条第２項に規定する����年��月��日の国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学の
課程を修了し,修士の学位に相当する学位を授与された者及び����年��月入学については, ����年９月,����年４月入学については, ����年３月までに授与される見込みの者
⑥文部科学大臣の指定した者〔平成元年文部省告示第���号 (注１) 参照〕
⑦本研究科において, 個別の入学資格審査により, 修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の
学力があると認めた者〔(注２) 参照〕

(注１) 出願資格⑥に該当する者とは, 大学卒業後, 大学, 研究所等において２年以上研究に従事し, か
つ, 研究業績を証明する書類 (著書, 学術論文, 研究報告書, 特許等) により, 修士の学位又は
専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者｡

(注２) 出願資格⑦に該当する者とは, 次の�, �のいずれかに該当するものとします｡� 大学卒業後, 科学・技術関係の分野で２年以上業務に従事し, かつ, 業務経験を証明する書類
(著書, 学術論文, 研究報告書, 特許等) により, 本研究科において修士の学位又は専門職学位
を有する者と同等以上の学力があると認めた者｡� 科学・技術関係の分野の業務に従事し, 学歴及び業務経験を証明する書類 (著書, 学術論文, 研
究報告書, 特許等) により, 本研究科において修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上
の学力があると認めた者で, 入学時までに��歳に達する者｡������������������下記の書類を大学院係に提出し, 出願資格の審査を受けなけれ

ばなりません｡����年��月入学及び����年４月入学 (第１次募集) については, 出願資格審査に関する書類を����年６
月９日(水)から����年６月��日(金)までに, 提出してください｡ 郵送の場合も����年６月��日(金)��時必
着とします｡����年４月入学 (第２次募集) については, 出願資格審査に関する書類を����年��月��日(火)から����
年��月��日(水)までに, 提出してください｡ 郵送の場合も����年��月��日(水)��時必着とします｡� 本研究科所定の ｢入学試験出願資格認定審査調書｣ (別紙様式��, ���１～���６)� 研究業績, 又は業務経験を証明する書類� 最終出身学校の卒業証明書及び最終出身学校の学校長が発行し, 厳封した成績証明書
なお, 出願資格審査の結果は, 本人宛に通知します｡
その他出願資格について不明な点があれば, 書類を提出する前に大学院係に問い合わせてください｡

―��―

専 攻 名 コ ー ス
募 集 人 員����年��月入学 ����年４月入学

総合理工学専攻
基 盤 研 究 コ ー ス

若干人 若干人
先端科学技術コース

※ 募集は総合理工学専攻で行います｡ なお, コースは, 入学後に指導教員と相談のうえ希望するコー
スの届出を行い, 本研究科において決定されます｡

鹿児島大学理工学研究科等研究科・工学系学務課大学院係
〒�������� 鹿児島市郡元一丁目��番��号 電話 (���) �������� ��� (���) �������������������������������������������������
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① ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
② ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
③ ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
④ ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
⑤ �����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
⑥ ���������������������������������������������������������������������������������������������������(��������)
⑦ �����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������(��������)������ �������������⑥ ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������⑦ ������������������������������������������������������������������

(�) ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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������� 出願期間� ����年��月入学及び����年４月入学 (第１次募集) については, ����年７月��日(月)から����年７
月��日(水)までに提出してください｡ 郵送の場合も����年７月��日(水)��時必着とします｡����年４月入学 (第２次募集) については, ����年１月４日(火)から����年１月６日(木)までに提
出してください｡ 郵送の場合も����年１月６日(木)��時必着とします｡� 直接持参する場合の受付時間は, 各日, ９時から��時までです｡� 郵送にする場合は書留郵便とし, 封筒の表に ｢理工学研究科博士後期課程願書在中｣ と朱書きして
ください｡� 出願書類提出先及び問合せ先
志願者は, 下記の出願書類等を取りそろえ, 所定の期日までに提出してください｡
鹿児島大学理工学研究科等研究科・工学系学務課大学院係
〒��������鹿児島市郡元一丁目��番��号 電話 (���)�������� ���(���)��������������������������������������������������������� 下記の出願書類は, 日本語又は英語で作成すること

―��―

出 願 書 類 等 提出を要する志願者 注 意 事 項

１

入 学 志 願 票
受 験 票
写 真 票
履 歴 書

全 志 願 者

本研究科所定の用紙 (別紙様式７), (別紙様式８) に必要事項を記
入してください｡ 写真票に貼付する写真は, 出願前３ヶ月以内に撮
影した上半身・脱帽・正面向きの写真 (縦４㎝×横３㎝) を所定欄
に貼付してください｡

２ 修了(見込)証明書等

出願資格①, ②, ③,
④, ⑤該当者

出身大学長 (研究科長) が発行した博士前期課程又は修士課程修了
(見込) 証明書

出願資格⑥, ⑦ 最終出身学校長等が発行した卒業証明書｡

３ 成 績 証 明 書

出願資格①, ②, ③,
④, ⑤該当者 最終出身学校長等が発行したもの｡

出願資格⑥, ⑦ 最終出身学校の学校長が発行したもの｡
【資格審査時に提出】

４ 修士学位論文要旨又
は研究経過報告書

出願資格①,②,③,
④,⑤該当者

修士学位論文を提出した者は, その要旨, 博士前期課程又は修士課
程修了見込みの者はその研究の進捗状況を本研究科所定用紙 (別紙
様式９) を用いて記入してください｡
関連した論文または学術講演がある場合はそれらのコピーを添付し
てください｡

５ 研 究 計 画 書 全 志 願 者
希望する研究のテーマ, 目的及び構想について, 希望する研究指導
教員と相談の上, 本研究科所定の用紙 (別紙様式��) に�����字 (英
語の場合���語) 以内で記入してください｡

６ 推 薦 書 全 志 願 者 本研究科所定の用紙 (別紙様式��) により, 出身大学又は最終出身
学校の指導教員あるいは勤務先の所属長等が作成したもの｡

７ 住民票(写)又は
パスポート(写)

出願者のうち, 日本
国籍をもたないもの

市区町村長の交付する在留資格が記載された住民票の写し (日本国
内在住の外国人の場合のみ) 又はパスポートの写し (｢受験｣ のため
に入国する場合) を提出してください｡

８ 検 定 料

以下の者は不要
●国費外国人留学生
●本学の大学院修士
課程 (博士前期課程
を含む｡) の修了見
込み者及び修了後,
３年以内に本研究科
博士後期課程を受験
する者

������円
入学検定料払込書 (最終頁) により, 出願期間初日の１週間前から
出願までの間に郵便局窓口で払込み後 (払込みの際に別途払込手数
料が必要です), 出願書類に【振替払込受付証明書�お客さま用�】を
添えてください｡
外国政府派遣留学生等に関して, 留学生からの申請があった場合,
検定料を免除します｡ ただし, 外国の政府等から検定料が支給され
ている場合は適応しません｡

９ 受験票等送付用封筒 全 志 願 者

[受験票等送付用]
市販の封筒 (長形３号, ��㎝×����㎝) に住所・氏名・郵便番号を
記入し���円切手(※)を貼付したもの｡ 国外の場合は, 航空郵便物��
グラム相当の国際返信切手を同封すること｡ (出願書類を持参する者
は不要) ※郵便料金の改定があった場合は, 改定後の郵便料金分の
切手が必要です｡



����������������������
(�) �����������������
(�) ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
(�) ��������������������������������������������������������������������
(�) �����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
(�) �����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
(�) �������������������������������������������������������

―��―

���������������������������� �������������������� ������ ������������������������������������������������������������������������������������ ������������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������㎝×�㎝��������������������������������� ����������������������������������������������� ��������������������������������������①�②�③�④ ��⑤ �����������������������������������������������������������������������������⑥ ��⑦ ���������������������������������������������������� ����������������������� ��������������������������������������①�②�③�④ ��⑤ �����������������������������������������������������������������������������������������������������������⑥ ��⑦ ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������������������������������������������������ ��������������������������������������①�②�③�④ ��⑤ ������������������������������������������������������������������������������������������������������������ ������������ ������������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ���������������������� ������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������������������� ������������� ����������������������������“�����������������������������”���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������� ����������������������������������
･��������������������������������������������������������������
･�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������� ￥�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������� ������������� [������������������������������]�����������������������������������������������㎝×����㎝������������￥���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������



� 出願書類等に関する留意事項� 出願書類の不備のものは受理されないので, 記載事項に記入漏れ, 誤記のないように十分注意して

ください｡� 受理した出願書類等は, いかなる理由があっても返還しません｡� 提出書類の記載事項が事実と相違していることが判明した場合には, 入学を取り消すことがありま

す｡� 出願後 ｢連絡先住所｣ に変更があった場合には, 速やかに連絡してください｡� 出願書類を受付後, 本学から受験票を送付します｡ 出願期間を一週間過ぎても手元に届かない場合

は, 大学院係に問い合わせてください｡� 検定料の納入について� 払込方法

① 検定料払込書の大学院志願者の研究科名, おところ, おなまえ (フリガナ), 電話番号を黒のボー

ルペンで正確に記入すること｡

② 郵便局の窓口で, 出願期間初日の１週間前から出願までの間に払込んでください｡

※郵便普通為替証書や現金での納付はできません｡

※ＡＴＭ (現金自動預入払出機) での払込みはできません｡

③ 払込後,【振替払込受付証明書 (お客さま用)】(日附印のないものは無効) を出願書類に同封し

てください｡ なお, 振替払込請求書兼受領証は各自で保管してください｡� 留意事項

① 検定料が払込まれていない場合,【振替払込受付証明書 (お客さま用)】が出願書類に同封されて

いない場合,【振替払込受付証明書 (お客さま用)】に日附印がない場合は, 出願書類は受理しま

せん｡

② 既納の検定料は次の場合を除き, いかなる理由があっても返還いたしません｡

ア. 検定料を払込んだものの, 出願しなかった場合 (出願書類を提出しないまま受付期限が終了し

たり, 書類不備等により出願書類が受理されなかった場合)｡

イ. 誤って検定料を二重に払込んだ場合｡

―��―
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�������
������
入学者の選考は, 学力検査及び書類審査により行い, 学力検査としては口述試験を課します｡� 学力検査の内容

外国人留学生特別選抜 (口述試験)

口述試験は, 出願資格①, ②, ③, ④, ⑤に該当する者にあっては, 修士論文, 志望する専攻の

基礎的な知識, 研究計画書等について行います｡

出願資格⑥, ⑦に該当する者にあっては, 提出されたこれまでの研究・技術業績, 志望する専攻

の基礎的な知識, 研究計画書等について行います｡� 書類審査としては, 出願時に提出された書類等により審査します｡� 試験場

鹿児島大学工学部 (鹿児島市郡元一丁目��番��号)
鹿児島大学理学部 (鹿児島市郡元一丁目��番��号)
試験室の場所等の詳細は, 試験の前日, 工学部共通棟と理学部掲示板に掲示します｡��������������������

海外に在住し, かつ, 受験のための来学が困難と判断される志願者は, 口述試験をインターネットを用

いて受験することができる場合があります｡ インターネットを用いた口述試験の受験を希望する者は, 次

の申請期間に希望指導教員を通して, 申請書等を研究科・工学系学務課大学院係へ提出してください｡

申請期間

(�) ����年��月入学及び����年４月入学 (第１次募集)����年６月９日(水)～６月��日(金)��時 (必着)
(�) ����年４月入学 (第２次募集)����年��月��日(火)～��月��日(水)��時 (必着)�������
合格者の受験番号を工学部共通棟と理学部掲示板に掲示するとともに, 合格者には合格通知書を送付し

ます｡

また, 鹿児島大学大学院理工学研究科ホームページ (�������������������������������������������) にも合
格者の受験番号を掲載します｡

なお, 電話等による合否の照会には応じません｡

―��―

����年��月入学 ����年４月入学
(第１次募集)

����年４月入学
(第２次募集)

出願資格審査の
書 類 提 出 期 間

����年６月９日 (水)
～��日 (金) ��時 ����年６月９日 (水)

～��日 (金) ��時 ����年��月��日 (火)
～��日 (水) ��時

資 格 審 査 の
結 果 通 知 日 ����年７月��日 (水) ����年７月��日 (水) ����年��月��日 (水)
出 願 期 間 ����年７月��日 (月)

～��日 (水) ��時 ����年７月��日 (月)
～��日 (水) ��時 ����年１月４日 (火)

～６日 (木) ��時
試 験 日※１ ����年８月��日 (月)

～��日 (水) ����年８月��日 (月)
～��日 (水) ����年１月��日 (水)

～１月��日 (金)
合 格 発 表 ����年９月２日 (木) ��時 ����年９月２日 (木) ��時 ����年２月��日 (月) ��時
入 学 手 続 日※４ ����年９月��日 (火)

～��日 (水) ����年３月��日 (月)
～��日 (火) ����年３月��日 (月)

～��日 (火)
※１ 試験日は上記期間のうち本研究科が指定する１日です｡ 試験日時等の詳細については出願後に通知します｡
※２ 第２次募集は, 第１次募集で募集人員に満たない場合, 実施します｡ 第２次募集の実施については, ��月以降のホームページ
(�������������������������������������������) で公表します｡

※３ 原則として追試験は行いません｡



�������������������
�. ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
(�) ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������①�②�③�④ ��⑤���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������⑥ ��⑦������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
(�) ��������������������������������������������������������������������������
(�) ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
※��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������. ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������. ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

―��―

���������������������� ������������������������������������������ ������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������������������������� ����������������������������������� ��������������������������������������������������������������������� ����������� ����������� �������������������������������� ������������������������������������ ������������������������������������ ��������������������������������������������������������� �������������������������������� �������������������������������� ������������������������������������������������������� ������������������������ ������������������������ ������������������������������������������� �������������������������������������� ������������������������������ ������������������������������
※１ �����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
※２ �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
※３ ��������������������������������������������������



������� 提出書類� 宣誓書� 在学保証書� 卒業 (修了) 証明書� 成績証明書 他� 納付金等 (����年度実績)
入学料………�������円
授業料………�������円 (年額�������円)
※納付金改定が行われた場合は, 改定時から新料金が適用されます｡

(注１)国費外国人留学生は入学料, 授業料とも不要です｡

(注２)本学の大学院修士課程 (博士前期課程を含む｡) の修了見込み者及び修了後, ３年以内に本研

究科博士後期課程に進学する者は, 入学料は不要です｡

(注３)外国政府派遣留学生等に関して, 留学生からの申請があった場合, 入学料を免除します｡

ただし, 外国の政府等から入学料が支給されている場合は適用しません｡

(注４)入学料, 授業料の納付が経済的理由により困難で, かつ学業優秀な者には, 選考の上, 全額ま

たは半額の免除が認められる制度があります｡

ただし, 入学手続後に入学を辞退する場合, 入学料徴収猶予又は入学料免除の申請は無効とな

り, 入学料を納入していただくことになります｡� 入学手続期間等

入学手続きの日時及びその他必要な事項は, 合格者へ通知します｡������������ 志願者は, 願書提出前に研究指導を希望する教員と連絡を取り, 教育研究の内容などについて, 十分

相談しておいてください｡� 学力検査の際には, 必ず受験票を持参してください｡� 入学試験に関する照会は, 所要の切手を貼付した返信用封筒を同封し, 鹿児島大学理工学研究科等研

究科・工学系学務課大学院係あてに提出してください｡

―��―



�. �������������������
(�) ����������������������
・������������
・������������������������
・�������������������������������
・������������������������������

(�) ������������������������������������������������������������������������������������������������������
※����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

(�) ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
(�) ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
(�) ��������������������������������������������������������������������������������
(�) ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

―��―



����������������������
本研究科に入学を志願する者で, 障害 (次表参照) がある場合は, 受験上及び修学上特別な配慮を必要

とすることがありますので, あらかじめ下記の大学院係へ相談してください｡

� 時期

相談の内容によっては, 本研究科の入学者選抜試験までに対応できず, 特別な配慮が講じられないこ

ともありますので, なるべく出願期間の数日前までに相談してください｡� 方法

電話での相談又は本研究科での相談いずれでもかまいませんが, 場合によっては下記事項を記載した

書類(様式任意)を提出していただく場合があります｡

① 志願する研究科の専攻名, 本人の氏名, 生年月日

② 障害の種類, 程度 (医師の診断書が必要な場合があります｡)

③ 受験の際, 特別な配慮を希望する事項及び内容

④ 大学等在学中にとられていた特別な配慮

⑤ 日常生活の状況

⑥ 本人の現住所及び連絡先電話番号� 問い合わせ先

鹿児島大学理工学研究科等研究科・工学系学務課大学院係

電話 ０９９－２８５－３０５７��� ０９９－２８５－３４１０�����������������������������
近年, 大学院における社会人研究者, 技術者等の再教育への要望が高まっていますが, 通常の教育方法

のみで大学院教育を実施した場合, 社会人研究者, 技術者等はその勤務を離れて修学することが必要とな

るため, 大学院教育を受ける機会が制約されがちです｡

このため, 大学院設置基準第��条では, ｢大学院の課程においては, 教育上特別の必要があると認めら
れる場合には, 夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適切な方法により教

育を行うことができる｡｣ 旨規定され, 社会人研究者, 技術者等の修学に特別措置を行うことができるよ

う配慮がなされています｡

これを踏まえ, 理工学研究科では, 大学院での履修を希望する社会人に対し, 同条に定める特例による

教育を実施しています｡

―��―

区 分 障 害 の 程 度

視 覚 障 害 者
両眼の視力がおおむね���未満又は視力以外の障害が高度のもので, 拡大鏡等を使用しても文

字等を認識することが不可能又は著しく困難な程度のもの

聴 覚 障 害 者
両耳の聴力レベルがおおむね��デシベル以上のもので, 補聴器等を使用しても通常の話声を理
解することが不可能又は著しく困難な程度のもの

肢体不自由者

１. 肢体不自由の状態が, 補装具を使用しても歩行等日常生活における基本的な動作が不可能又

は困難な程度のもの

２. 前号の程度未満で, 常時の医学的な観察指導を必要とする程度のもの

病 弱 者

１. 疾患の状態 (慢性の呼吸器系疾患等) が, 継続して医療又は生活規則を必要とする程度の

もの

２. 身体虚弱の状態が, 継続して生活規制を必要とする程度のもの

(注) 学校教育法施行令第��条の３の規定に準拠した｡



����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
① ������������������������������������������
② ����������������������������������������������������������
③ ���������������������������������������������������������
④ ������������������������������������������������������������
⑤ �������������������������������������
⑥ ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

Ｔｅｌ ＋８１－９９－２８５－３０５７

Ｆａｘ ＋８１－９９－２８５－３４１０��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
―��―

�������� ���������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������



���������������
理工学研究科には, 長期履修学生制度があります｡ これは職業を有している等の事情により, 標準修業

年限３年で修了することが困難な大学院生が, 標準年限を超えて一定の期間にわたり, 計画的に履修し,

課程を修了することをあらかじめ申請する場合に, その計画的な履修を認定する制度です｡

なお, 長期履修学生の授業料年額は, 一般学生が標準修業年限在学した場合の授業料総額を, 長期履修

学生として許可された在学年限で除した金額となります｡

希望者には入学手続の際に必要書類を渡しますので, 指導予定教員と相談のうえ大学院係へお越しくだ

さい｡������������������
個人情報保護に関しては, 以下のとおり取り扱いますのでご了承願います｡

１. 利用目的

出願にあたって提供された氏名, 住所その他個人情報は, 次に掲げる目的に利用します｡� 入学者選抜, 合格発表, 入学手続など, 入学までの一連の業務を行うため｡� 入学後の学籍関係 (学生証交付, 各種学籍処理, 証明書発行等), 修学関係 (履修登録, 学業成

績等) 及びそれらの連絡通知を行うため｡� その他, 本学の教育・研究・学生支援に必要な業務を行うため｡

２. 第三者への個人情報の提供について

個人情報の第三者への提供は, 次に掲げる場合に限ります｡� 本学入学者について, 名簿作成及び連絡通知等に使用するために本学の関連組織である学友会・

同窓会等から名前, 所属に限り照会に応じる場合｡� 法令に基づき公的機関等の要求に応じる場合や出願者本人及び第三者の生命・身体・財産の権利

利益を保護するために必要な場合は, 本人の同意を取ることなく, 個人情報を提供する場合があり

ます｡� 法律で定められた適正な手続きにより情報公開を求められた場合｡������������������
入試情報について, 次のとおり開示します｡� 受験者本人からの請求に基づき, 当該受験者の入学試験における成績評価並びに合否の別を開示し

ます｡� 入試情報の開示期間は合格者発表後２か月間です｡ (受付：平日の９時～��時)� 入試情報の開示は, 書面で行います｡� 請求方法は, ��ページ様式 ｢大学院入試情報開示請求書｣ と ｢鹿児島大学理工学研究科 (博士後期
課程) 受験票｣ を提示し, 請求してください｡

なお ｢大学院入試情報開示請求書｣ は, 窓口でも配付いたします｡� 郵送による場合, ｢大学院入試情報開示請求書｣, 返信封筒 (長形３号封筒に本人の住所, 氏名を明

記し, 簡易書留郵便料に切手 (���円※) を貼った返信用封筒) 及び ｢鹿児島大学理工学研究科 (博

士後期課程) 受験票｣ を同封し, 請求してください｡ ※郵便料金の改定があった場合は, 改定後の郵

便料金分の切手が必要です｡� 受験票を紛失した場合は, 本人確認ができる身分証明書等を提示 (郵送の場合は写しを同封) して

ください｡� ｢大学院入試情報開示請求書｣ の提出は, 受験する入試区分の出願時でも可能ですが, 成績の開示

は当該入試合格者発表日以降, 速やかに行います｡

請求先 〒�������� 鹿児島市郡元一丁目��番��号
鹿児島大学理工学研究科等研究科・工学系学務課大学院係
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(�) ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
(�) ��������������������������������������������������
(�) �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
(�) ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
(�) ���������������������������������������������������������������������������������������������
(�) ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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令和 年 月 日

鹿児島大学大学院

理工学研究科長 殿

請求者 住所

(郵送請求の場合必ず記入してください｡)

電話番号 － －

(郵送請求の場合必ず記入してください｡)

氏 名

選抜の方法 (該当選抜に○を付し, 所要事項を記載

してください)

・一般選抜

・社会人特別選抜

・外国人留学生特別選抜

専 攻 総合理工学専攻

受験番号

私の入試成績について, 情報の開示を請求します｡����
１. 請求者は, 本学大学院の受験生本人に限ります｡ (代理人による請求は認めません｡)

２. 成績評価と合否の別を開示します｡

３. 開示期間は, 合格者発表後２か月間とし, 開示請求は平日 (土・日・祝日を除く｡) の９時

から��時までの間受け付けますので, 受験票を提示し, 請求してください｡
４. 郵送による場合, ｢大学院入試情報開示請求書｣, ｢鹿児島大学理工学研究科 (博士後期課程)

受験票｣ 及び返信封筒 (長形３号封筒に本人の住所, 氏名を明記し, 簡易書留郵便料に相当

する切手 (���円※) を貼った返信用封筒) を同封し, 理工学研究科等研究科・工学系学務
課大学院係に請求してください｡ ※郵便料金の改定があった場合は, 改定後の郵便料金分の

切手が必要です｡

５. 受験票を紛失した場合は, 本人確認ができる身分証明書等を提示 (同封) してください｡

６. ｢大学院入試情報開示請求書｣ の提出は, 受験する入試区分の出願時でも可能ですが, 成績

の開示は当該入試合格者発表日以降, 速やかに行います｡
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基盤研究コースでは, 総合的な知識と倫理的判断力を持ち, 理工学の幅広い分野で活躍できる研究者の

養成を目的とし, 次のような人材の育成を教育目標とする｡

１) 物質の創成から製造プロセスの構築, さらにエネルギーの合理的利用をベースに環境との共生を考え

る広範な基礎知識をバックグラウンドに持ち, 複雑・多様化する産業活動と自然環境の変化に柔軟に対

応できる人材

２) 個別技術のハイテク化と, これらを統合した技術のシステム化で特徴づけられる複数の研究領域に関

連した基礎知識を持ち, その特定の分野において最先端の知識を習得し, 幅広い領域で独創的で高度な

研究を展開できる人材

３) 生命の諸機能, 生命と環境の共生的な関係, その生命を育んだ地球と宇宙 (自然) の構造や変動につ

いての広範な基礎知識をバックグラウンドに持ち, 狭い専門領域に限ることなく様々な境界領域分野に

おいて最先端の知識を習得し, 幅広い分野で自ら国際的に通用する研究を展開できる人材

４) 既存の知識や考え方に囚われることなく, 複眼的な視点で革新的な方法により課題を解決できる, イ

ノベーション人材�����������
先端科学技術コースでは, 自然科学の確かな知識と問題解決能力を身に付け, またより柔軟な発想を生

み出すために視野を持ち, 各専門分野に関連する産業でのイノベーションの創出に貢献できる研究開発技

術者 (高度専門職業人) の養成を目的とし, 次のような人材の育成を教育目標とする｡

１) グローバルな視点から社会のニーズを把握し, サスティナブルな社会を実現するために独創的な技術

を提案できる人材

２) 社会が直面している少子, 高齢化の中で, 今後益々複雑・多様化する医療と福祉に貢献出来る能力を

持ち, 人の認知や生体システムも理解し, 高い倫理観を持って医工学分野及び福祉工学分野に柔軟に対

応できる人材

３) 人が安心・安全で活動しやすい生活空間の創造, 自然環境の持続可能な維持・保全ならびにその脅威

へ対応できる人材

４) 先進物質材料の基礎物性・機能性評価, 構造・組織制御, 製造プロセス, ナノ構造制御, 機能性計測・

解析, 機能・特性を発現させるメカニズム, 機能・特性の変化を予測するシミュレーション技術, 再資

源化など, 先端的な基礎科学の知識を習得し, その先にあるものづくりにイノベーションをもたらすこ

とのできる人材

５) 天文学や宇宙科学・地球科学あるいは宇宙工学についての広範な基礎知識をバックグラウンドに持ち,

天体や宇宙・地球観測を目的とした機器やデータ処理システムの開発およびこれらの機器を用いた観測

を実践的に行うことで, 機器開発からその応用まで学際的な領域で独創的かつ高度な研究開発を展開で

きる人材

―��―
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物

質

生

産

科

学

分

野

トライボロジー特論 上 谷 俊 平 塑性加工におけるトライボロジーと塑性変形機構解析

固体力学特論 池 田 徹
固体力学の電子実装部品への応用, 界面破壊力学, 微細
材料の応力・ひずみ計測評価

機械材料学特論 駒 � 慎 一
構造部材の高精度な余寿命評価のための新しい診断技術
の開発

材料物性特論
＊＊

中 村 祐 三 金属, セラミック, 複合材料の開発と機械的性質評価

高エネルギー材料工学特論 佐 藤 紘 一 金属材料における高エネルギー粒子の照射効果

結晶成長工学 前 島 圭 剛
酸化物半導体材料の結晶成長とその評価および電子デバ
イス応用

固体物性特論 奥 田 哲 治 強相関電子系物質の物性研究とその電子デバイス応用

高分子材料精密合成特論 門 川 淳 一
バイオベース高分子材料の精密合成とナノ構造制御に関
する研究

計算科学特論 加 藤 龍 蔵 計算物理学, 物性理論, 複雑系

量子物理学特論
＊＊

藤 井 伸 平
第一原理コンピュータシミュレーションにより得られる
電子状態を基礎とした, 物質 (結晶, 薄膜, 表面) の磁
気的・電気的特性の解明および新規機能性物質の探索

低温物理学特論 廣 井 政 彦
磁性体・超伝導体などのおもに低温での物性測定や新物
質開発

カオスとフラクタル特論 秦 浩 起
非線形物理学, 特にカオスを中心とした非線形非平衡系
の統計物理的研究

統計力学特論 秦 重 史
パターン形成, 集団リズムの同期など, 力学系における
非線形現象に関する研究

磁性物理学特論 伊 藤 昌 和 磁気的フラストレーションを持つ物質の熱力学的研究

表面物理学特論 野 澤 和 生
第一原理計算を用いた合金の原子構造, 電子構造, 触媒
特性に関する理論的研究

固体物理特論 三 井 好 古 機能磁性材料とその評価方法

超伝導物理学特論 重 田 出
超伝導体や磁性体などの低温での物性測定や機能性材料
の開発

計算力学特論 小金丸 正 明
電子実装の機械的信頼性評価, 半導体デバイスの機械的
応力効果の評価

＊＊は����年３月又は����年３月に退職予定の教員
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機械力学特論 松 � 健一郎
機械における自励振動や非線形振動などの振動現象の発生
メカニズム解明と防止対策および有効利用に関する研究

システム制御特論 西 村 悠 樹
非線形性及び確率性を含むダイナミカルシステムの安定
性解析, 制御設計ならびに最適化

計測制御工学特論 熊 澤 典 良 むだ時間系に対する制御理論とその応用に関する研究

並列処理システム 重 井 徳 貴
無線センサネットワークの通信方式と応用に関する研究,
ソフトコンピューティングに関する研究

通信用���工学特論 大 畠 賢 一 高速アナログ���に関する研究
ディジタル通信システム特論 渡 邉 俊 夫 フォトニックネットワーク用光スイッチ

ディジタル制御システム特論 田 中 哲 郎 電力変換器および電源システムに関する研究

動的システム工学特論 八 野 知 博 非線形システムの同定・制御

超伝導工学特論 川 越 明 史 核融合装置用先進超伝導大型導体の開発

建築デザイン特論 柴 田 晃 宏
建築における造形手法, 認識構造, 美学的評価に関する研究
建築および都市空間における形態の構成論的分析に関す
る研究

ソフトウェア工学特論 渕 田 孝 康 数理情報工学

複雑系生体情報システム特論 吉 本 稔
動力学の基礎及びシナジェテイックスの基本概念を解説する｡
そして, 生物に見られる協調現象を物理モデルにモデル化す
る手法及びモデルの妥当性の評価を例を挙げて講義する｡

幾何学特論
＊

愛 甲 正
フィンスラー計量を持つベクトル束の微分幾何学に関す
る研究

情報意味論特論 古 澤 仁 システムの代数的意味論のための代数系構築と応用������������������������ 與 倉 昭 治
代数多様体などの特異空間のトポロジーおよび関連話題
についての研究

情報システム信頼性特論
＊＊

新 森 修 一
高効率なデータ構造とアルゴリズムの開発や情報ネット
ワークの信頼性評価に関する研究

＊は����年３月に退職予定の教員
＊＊は����年３月又は����年３月に退職予定の教員
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複素解析学特論 小 櫃 邦 夫 リーマン面, 双曲幾何学, モジュライ空間に関する研究

表現論特論 伊 藤 稔 表現論, 特に非可換代数における不変式論

解析学特論 松 本 詔
ランダム行列理論と, それに関連する表現論, 組合せ論,
確率論の研究

複素代数幾何学特論 村 上 雅 亮
複素多様体論, 代数幾何学, 特に代数曲面の構造とその
モジュライに関する研究

離散群論特論 近 藤 剛 史
離散群の非正曲率空間への等長作用と非線形スペクトル
ギャップ

データサイエンス特論 吉 田 拓 真
高次元データ解析のためのセミパラメトリックモデリン
グとその統計理論

生理活性化合物合成特論 岡 村 浩 昭 生物活性化合物の合成および新しい有機合成反応の開発

天然物構造機能特論 � 田 季 之
海洋無脊椎動物および薬用植物由来の生物活性物質の単
離・構造決定・機能解析

生体機能制御化学特論 有 馬 一 成
実験とバイオインフォマティクス的手法を用いたタンパ
ク質の構造と機能相関の研究������������������������ 新 留 康 郎
異方性金属ナノ粒子を均一に作る技術の開発とバイオア
プリケーション

理論分子科学特論 石 川 岳 志 計算化学における理論開発および生命科学分野への応用

計測システム特論 大 橋 勝 文 分子スペクトル分析などの計測システムに関する研究
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都市デザイン特論 木 方 十 根 建築史, 都市史, 都市計画, 建築設計, 都市設計

地域計画学特論 小 山 雄 資 持続可能な地域の形成と運営に関する計画学研究

星間物理学特論 和 田 桂 一 銀河, 活動的銀河中心核, 星間物質に関する理論的研究

電波干渉計特論 今 井 裕
超長基線電波干渉計を用いた恒星進化及び星間物理の研
究
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宇宙環境科学特論 木 本 雄 吾
宇宙環境と宇宙機及び宇宙機を構成する材料との相互影
響の研究

宇宙環境計測特論 越 石 英 樹
宇宙放射線環境及びその宇宙機・宇宙飛行士人体への影
響

宇宙計量科学特論 郷 田 直 輝
宇宙での構造形成, 銀河の力学構造, スペースからの高
精度位置天文観測

生命情報学特論
＊＊

笠 井 聖 仙 動物を用いた新規抗不安薬の探索

発生生理化学特論
＊＊

塔 筋 弘 章 海産無脊椎動物を使った細胞学, 発生学, 系統遺伝学

ゲノム情報学特論 九 町 健 一 多細胞細菌の器官分化に関する研究

環境鉱物学特論 河 野 元 治
地球表層環境での粘土鉱物の生成と変化及びそれらの性
質と機能に関する研究

地球テクトニクス特論 山 本 啓 司
造山帯に産する変形変成岩の地質構造解析および物理化
学的分析に基づく地殻の変遷過程に関する研究

環境化学特論 冨 安 卓 滋 環境中における水銀の挙動解明

溶液化学特論 神 崎 亮
溶液中におけるイオンおよびコロイド粒子の溶媒和, 反
応性, および平衡に関する熱力学的研究

行動進化学特論 冨 山 清 升 鹿児島県内における前鰓亜綱陸産貝類の系統解析�������������������������� 宮 本 旬 子
野生植物の���や染色体の解析による種分化と絶滅に
関する研究

災害地質学特論 井 村 隆 介 自然災害防止のための地質学的研究

地殻構造特論
＊＊

宮 町 宏 樹 地震波の走時解析による地殻構造の推定����������������������� 小 林 励 司
地殻・上部マントルの地震波速度構造, 大地震の震源過
程の推定, 地盤と大地震による強震動の関係

＊＊は����年３月又は����年３月に退職予定の教員
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測地学特論 中 尾 茂
測地学的手法により観測した地殻変動から推定するプレー
ト運動, 地震の発生, 火山噴火に関する研究

観測火山学特論 八木原 寛
火山体構造, 火山体浅部活動プロセス, 地震活動及びテ
クトニクス (九州琉球弧)��������������������� 池 永 隆 徳 魚類の行動を制御する神経系に関する研究

微量分析化学特論 児玉谷 仁 微量物質の高感度分析法の開発

学

際

分

野

生体高分子化学 橋 本 雅 仁 生体機能分子化学

生体分子親和機構論
＊

隅 田 泰 生 生物化学, 有機化学, ナノバイオテクノロジー

生物有機材料化学 出 口 友 則 遺伝子工学, ゲノム編集, 生体イメージング����������������������� 小 山 佳 一 磁気物理学と強磁場を用いた物質機能性評価開発

細胞分子機能特論 内 海 俊 樹
植物と微生物の共生の分子生物学：応用に向けた基盤研
究

環

境

・

エ

ネ

ル

ギ

ー

分

野

流体機械特論
＊＊

福 原 稔 流体力を利用した環境保全機器の開発

熱機関工学特論 木 下 英 二
ディーゼル機関およびバーナ機器におけるバイオ燃料の
利用に関する研究

伝熱工学特論 洪 定 杓
伝熱学の基本である熱伝導, 対流熱伝達とそれに関連し
た問題とその応用 (熱交換器)

流体工学特論 中 尾 光 博 流体の数値計算とその計測と設計への応用

強相関電子デバイス工学特論
＊＊

寺 田 教 男
化合物半導体・デバイス構造における電子構造の電子分
光法による直接評価, 新規超伝導材料開発・多成分超伝
導の応用に関する研究

機器分析特論 堀 江 雄 二 ナノ構造を有する金属酸化物薄膜を用いた光電変換およ
びエネルギー貯蔵デバイスの開発

電気エネルギーシステム特論 川 畑 秋 馬 電力機器用超伝導導体・コイルの特性評価に関する研究

パワーエレクトロニクス特論 山 本 吉 朗 交流モータ駆動システムの高性能化および電力変換器の
電力系統応用に関する研究

＊は����年３月に退職予定の教員
＊＊は����年３月又は����年３月に退職予定の教員
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電磁エネルギー工学特論 甲 斐 祐一郎 高効率モータ開発のための磁気計測と磁気特性制御に関
する研究

環境設計特論 曽 我 和 弘 建物における気候変動の緩和策と適応策

熱環境特論 二 宮 秀 與 住宅の温熱環境, 窓の熱性能評価, 建築物の省エネルギー

環境建築設計特論 鷹 野 敦 木質構法・材料, 環境評価, 環境視点からの建物形態の
最適化, 建築設計, 建築の初等教育

分離工学特論 二 井 晋
物質の生産とリサイクルのために, 簡単に利用でき, 優
れた性能を低エネルギーで実現する分離技術に関する研
究および教育

生体環境リスク基礎特論 � 梨 啓 和 高分解能質量分析を用いた水環境中の未知汚染物質の探
索

セラミックス工学特論 鮫 島 宗一郎 イオン導電性セラミックス材料の開発

固体酸化物形燃料電池の材料科学 山 地 克 彦 固体酸化物形燃料電池に関連するセラミックス, 金属材
料, 電気化学反応に関する研究

海洋物理環境学特論
＊＊

山 城 徹 海洋再生可能エネルギー開発に関する研究

環境水理学特論 安 達 貴 浩 沿岸域における赤潮や貧酸素水塊の発生メカニズム解明
のための研究

土砂水理学特論 齋 田 倫 範 沿岸域・河川流域における水環境保全や災害防除に関す
る研究

薄膜工学特論 青 野 祐 美 機能性薄膜の創出とその電気的・光学的応用

医
療
・
福
祉
工
学
分
野

ロボット工学特論
＊

余 永
ロボットの知的マニピュレーションについて, ロボット
機構・センサ・制御, 医療・福祉ロボット, パワーアシ
スト装置, 工場無人化を研究している｡

生体情報システム特論 王 鋼 認知機能に関わる脳内神経基盤のモデリング及び生体機
能計測法の開発

聴覚情報処理特論 吉 田 秀 樹 医用生体工学 (ヒトの聴覚情報処理)

＊は����年３月に退職予定の教員
＊＊は����年３月又は����年３月に退職予定の教員



―��―

������������������������������������������������ ���������� ������������������������������������������������������ ����������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������ ������������������������������������������������������������������������������������� ������������ �������������������������������������,������������������������������������������������������������������������������������������ ������������� ������������������������������������������������������������������������ ���� ��������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������� ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������� �������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ＊＊������������� ������������������������������������������������������������������������ �������������� ����������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ���������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ���������� ������������������������������ ＊������ ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������� �������������������������������������������������������������������
＊�����������������������������

＊＊����������������������������������������



―��―

����� � � � � � � � � � �������������
医
療
・
福
祉
工
学
分
野

人工知能特論 小 野 智 司 人工知能, 進化計算およびそれらの応用に関する研究

生体運動制御特論 塗 木 淳 夫
ヒトの運動制御に関する研究, 認知神経科学に関する研
究

地

域

創

生

・

安

全

工

学

分

野

構造設計特論Ⅰ 塩 屋 晋 一 鉄筋コンクリート構造, 耐震工学, 木質構造工学

地域再生デザイン特論
＊＊

鯵 坂 徹
建築設計 再生デザイン
モダニズム建築論

建築材料学特論
連続体の力学
構造設計特論Ⅱ

黒 川 善 幸 建築材料・生産工学

維持管理工学�������������������������� 審 良 善 和
コンクリートおよび鋼構造物の耐久性および維持管理に
関する研究

コンクリート構造特論 山 口 明 伸
コンクリート構造物の診断技術, 劣化機構のモデル化,
環境外力の評価等に関する研究

海岸防災特論 柿 沼 太 郎
海洋波動, 非線形内部波, 津波・台風時の海水流動, 流
体と構造物の相互干渉, 島嶼の統計的性質, サーフィン
の物理, 砂浜の浸透流

地盤環境工学特論 酒 匂 一 成 地盤防災および不飽和土質力学に関する研究

地盤工学解析法
土質力学特論

＊＊
三 隅 浩 二

三軸圧縮試験と一面せん断試験による砂質土の弾塑性パ
ラメータの決定に関する研究

構造力学特論 木 村 至 伸
・土木構造物の耐震性能評価および損傷評価
・海洋構造物の動的安全性評価

建築構造解析特論
構造設計特論Ⅱ

横須賀 洋 平 構造力学, 構造解析, 構造最適化

＊＊は����年３月又は����年３月に退職予定の教員
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機能性材料工学特論 吉 田 昌 弘 機能性材料の創出ならびに実用化に関する研究

分光分析特論 吉 留 俊 史 非平衡系の分光学的研究およびそのための計測法の開発

微粒子工学特論 中 里 勉
微粉体流動化技術とそれを応用した各種粉体材料の機能
強化

有機無機複合材料化学特論 金 子 芳 郎 有機�無機ハイブリッドの創製
生物化学工学特論 武 井 孝 行

再生医療用バイオマテリアル開発やバイオレメディエー
ション用微生物固定化担体開発, ならびにカプセル開発
に関する研究

環境分析化学特論 中 島 常 憲
環境試料中の微量元素分析法の開発, 水生生物を利用し
た生態影響評価に関する研究

タンパク質化学特論 伊 東 祐 二
分子ライブラリーを用いた機能性の抗体, ペプチドのデ
ザインと医薬, 材料科学への応用

天

文

宇

宙

科

学

分

野

数値熱流体工学特論 片野田 洋
圧縮性流体力学, 高速流の数値シミュレーション, 超小
型人工衛星の熱設計

機械制御工学特論 高 橋 淳 二

スマートセンシング, 信号処理, 画像処理, 自律分散制
御, システムインテグレーション, ネットワークロボティ
クスと, これらを応用した知能ロボットの社会実装に関
する研究������������������������������� 福 島 誠 治 光・無線融合通信技術に関する研究

マイクロ波工学特論 西 川 健二郎
マイクロ波・ミリ波高集積回路技術の研究開発とその応
用

現代天文学特論 中 西 裕 之 天の川銀河および近傍銀河の観測的研究

銀河電波天文学特論
＊＊

半 田 利 弘 電波観測による天の川銀河の研究��������������������������������������� 新 永 浩 子 電波天文学, サブミリ波天文学

赤外線天文学特論 永 山 貴 宏 赤外線天体観測装置の開発とそれを用いた観測天文学������������������������������������� 高 桑 繁 久 電波望遠鏡による星, 惑星系形成の観測的研究

＊＊は����年３月又は����年３月に退職予定の教員
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